
広報推進協議会の活動状況
測量技術者の育成・確保～業界団体と連携しターゲットを意識した広報～

広報推進協議会（2015年発足）とは
測量関係団体と国土地理院が連携した広報 測量・地図の魅力を広く知っていただき、測
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今後の重点取組（案）
（R9年度に向けて協議会活動の進化）

○（現職）若手技術者へ重点広報ターゲット

• 若手技術者自らが活躍や仕事のやりがいを

発信できるよう、多様な広報活動に参画

• 若手同士と先輩技術者との交流を促進し

人材の定着につなげる。

○キャリアパス・成長モデルの広報

• 資格取得後の成長モデルや多様な活躍分

野での活躍の姿を示し、学生や若手に魅力

を伝える。

R8取組状況（WG意見）

 「ターゲットを意識した広報の取組」を実施

（R8.7.15広報推進協議会WG開催）

• 学生や若手技術者を中心とした人材確保や業界理解の促進に向けて、パン
フレット作成、体験型イベント、講習会、学校との連携など多様な広報活動を
実施し、これらの取組に現職若手技術者を積極的に参画させている。

• 若手技術者自らが魅力・将来性を発信、やりがいを実感できることを各団体
に共通する取組として評価。

• 今後、広報ターゲットとして特に現職の若手技術者に着目し、業界全体で連
携推進。
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